在宅で高齢者を介護する家族のソーシャル・ネットワークの類型化と その特徴 by 桐野 匡史 et al.
65

















3, 4）や介護殺人・心中 5, 6）といった社会問題と少なか
らず関連している。たとえば、保坂ら 7）が行った調
査によれば、家族介護者のおよそ 4 人に 1 人にうつ
のリスクがあり、65 歳以上の介護者（老老介護）で
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要旨　本研究は、家族介護者支援に向けた基礎資料を得ることをねらいに、在宅で高齢者を介護する家族の
ソーシャル・ネットワークを類型化し、その特徴について明らかにすることを目的とした。A 県内の居宅介護



















査への参加協力を得た。調査期間は、平成 27 年 1





































4 領域計 12 項目で構成した（以下、ソーシャル・
ネットワーク尺度）。回答と得点化は、「0 点：いな































Comparative Fit Index（CFI） お よ び Root Mean 
Square Error of Approximation（RMSEA）により























44 人（34.1％）であった。平均介護期間は 58.4 カ月
（標準偏差 47.3、範囲 1-240）であり、1 日の介護時













宅までの平均移動時間は 50.6 分（標準偏差 140.4、
範囲 1-1440）であった。
　要介護者等の性別は、男性 47 人（36.4％）、女性
82 人（63.6％）であり、平均年齢は 85.8 歳（標準偏
差 7.7、範囲 66-101）であった。要介護度は、「要介
護 2」が最も多く 33 人（25.6％）で、次いで「要介
護 3」が 31 人（24.0％）となっていた。認知症の診
断の有無は「あり」と「なし・わからない」が約半
数ずつであった。利用事業所までの平均移動時間は























第 1 クラスターは「家族・親戚」が 7.4 点（標準偏
差 2.5）、「友人」は 5.8 点（標準偏差 2.5）、「介護仲
間」は 1.0 点（標準偏差 1.8）、専門職は 4.9 点（標
準偏差 3.0）であった。第 2 クラスターは「家族・
親戚」が2.9点（標準偏差2.2）、「友人」は1.9点（標
準偏差 2.4）、「介護仲間」は 1.0 点（標準偏差 1.7）、
専門職は 3.3 点（標準偏差 1.9）であった。第 3 クラ
スターは「家族・親戚」が 10.9 点（標準偏差 1.8）、
「友人」は 9.3 点（標準偏差 2.4）、「介護仲間」は
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